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文化が息づき多彩な感性が輝くまち





 

はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

市民の皆様や関係機関の皆様には、日頃より本市のまちづくりに温かいご支援とご協力をいただ

いておりますことに、心より感謝申し上げます。 

市川市は、万葉の昔から現代に至るまで、多くの文人や芸術家に愛され、豊かな歴史と文化を礎に

発展を遂げてきました。街を歩けば、いにしえの面影を残す史跡や感性を刺激する芸術作品、そして

地域に根ざした伝統行事など、私たちの暮らしは常に多様な文化に彩られています。 

このかけがえのない財産を次世代へ引き継ぐため、本市では平成 15年に「市川市文化振興ビジョ

ン」を策定し、文化芸術を愛する心の醸成や地域文化の保存・継承に努めてまいりました。なかでも

「街かどミュージアム構想」の中で、地域の文化資源や街の魅力の再発見につなげる機会として市全

域に展開した「街回遊展」や、地域文化の拠点として整備を進めた文化施設の数々は、市川市らしい

文化の土壌を耕し、今日の私たちの暮らしに息づいています。 

一方で、社会情勢は大きく変化し、人々の価値観も多様化しています。こうした新たな時代の要請

に応え、「市川市総合計画 2050」が掲げる「誰もが自分らしく豊かに暮らせるまちづくり」「多彩な

文化と活気が織りなす魅力あふれるまちづくり」を文化振興の側面から推進するため、この度「第 2

次市川市文化振興ビジョン」を策定いたしました。 

本ビジョンで掲げるめざすべき姿は、「ともに育む 文化が息づき多彩な感性が輝くまち」です。

これまでに築いた基盤を継承しながら、さらに一歩踏み出し、文化芸術が特別なものではなく、日常

のふとした瞬間に出会えるものであることをめざします。 

市民の皆様が主役となり、一人ひとりの「多彩な感性」が尊重され、行政や関係機関が手を取り合

って文化を「ともに育む」ことこそが、市川の街に真の活気をもたらすと確信しています。 

文化芸術の力で、市川市がさらに輝きを増し、次世代へと誇りを持って引き継いでいけるよう、皆

様と共に歩みを進めてまいりますので、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

令和 8年 4月 市川市長  
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